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　２０１１（平
へい

成
せい

２３）年３月１１日，宮
みや

城
ぎ

県
けん

の太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

（海いき）を震
しん

源
げん

とす

る「東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

」が発
はっ

生
せい

しました。宮城県では，この地震によりたく

さんの道
どう

路
ろ

や建
たて

物
もの

などがこわれ，大きな被
ひ

害
がい

を受
う

けました。また，東北地方の太

平洋沿
えん

岸
がん

部
ぶ

は予
よ

想
そう

をはるかにこえた大きな津
つ

波
なみ

におそわれ，多くのとうとい命
いのち

が

うばわれました。わたしたちのふるさとをおそったこの地震や津波の被害を「東

日本大震災」といいます。わたしたちは，このできごとを決
けっ

してわすれず，次
つぎ

の

世
せ

代
だい

の人たちに語り伝
つた

えていかなければなりません。

資
し

 料
りょう

　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

①発生日時

　2011( 平成 23) 年 3 月 11 日 ( 金 )　午後 2 時 46 分

②発生場
ば

所
しょ

　宮城県牡
お

鹿
しか

半
はん

島
とう

の東南東 約
やく

130㎞付
ふ

近
きん

　  三
さん

陸
りく

沖
おき

　深
ふか

さ 24㎞

③地震の力の大きさ

　マグニチュード 9.0　日本の周
まわ

りで起きた地震では，観
かん

測
そく

を始
はじ

めて最
さい

大
だい

の大きさ

④宮城県内のゆれ（各
かく

市町村の最
さい

大
だい

震
しん

度
ど

）

　震度 7　　（栗
くり

原
はら

市）

　震度6 強   （石
いしの

巻
まき

市，登
と

米
め

市，大
おお

崎
さき

市，川
かわ

崎
さき

町
まち

，仙
せん

台
だい

市，名
な

取
とり

市，美
み

里
さと

町
まち

，東
ひがし

松
まつ

島
しま

市，

　　　　　　塩
しお

竈
がま

市，涌
わく

谷
や

町
ちょう

，大
おお

衡
ひら

村，蔵
ざ

王
おう

町
まち

，山
やま

元
もと

町
ちょう

)

　震度 6 弱  （岩
いわ

沼
ぬま

市，気
け

仙
せん

沼
ぬま

市，角
かく

田
だ

市，松
まつ

島
しま

町
まち

，白
しろ

石
いし

市，利
り

府
ふ

町
ちょう

，大
おお

郷
さと

町
ちょう

，大
おお

河
が

原
わら

町
まち

，南
みなみ

三
さん

陸
りく

町
ちょう

，富
とみ

谷
や

町
まち

，

　　　　　　亘
わた

理
り

町
ちょう

，大
たい

和
わ

町
ちょう

)

　震度 5 強（加
か

美
み

町
まち

，色
しか

麻
ま

町
ちょう

，村
むら

田
た

町
まち

，柴
しば

田
た

町
まち

，丸
まる

森
もり

町
まち

，七
しち

ヶ
が

浜
はま

町
まち

，多
た

賀
が

城
じょう

市，七
しち

ヶ
か

宿
しゅく

町
まち

）

　記録なし   （女
おな

川
がわ

町
ちょう

）

出
しゅっ

典
てん

：平成 23 年 3 月　気
き

象
しょう

庁
ちょう

「地震・火山月
げっ

報
ぽう

」

●地震の記
き

録
ろ く

●宮城県の自
し

然
ぜ ん

災
さ い

害
が い

年
ね ん

表
ぴょう

宮城県の被
ひ

災
さ い

状
じょう

況
きょう

（平成25年12月31日現
げん

在
ざい

）　� ＊宮城県総
そう

務
む

部
ぶ

危
き

機
き

対
たい

策
さく

課
か

①人の被害

　・死
し

　　　者
しゃ

　　� １０, 471 人

　・行
ゆく

方
え

不
ふ

明
めい

者
しゃ

　　　� １, 287 人

　・負
ふ

　傷
しょう

　者
しゃ

　　� 　４,１48 人

②建物の被害

　・全
ぜん

　　壊
かい

　　　� ８2, 909 棟
むね

　・半　　壊　　� １５5, 084 棟

　・一
いち

部
ぶ

破
は

損
そん

　　� ２２2, 875 棟

年 種別 で　き　ご　と　　　　Ｍはマグニチュード

  869（貞
じょう

観
がん

11）年  7 月 13 日 地
じ

震
しん 大地震（Ｍ８．３）

津
つ

波
なみ

でおよそ 1,000 人がなくなる。

1611（慶
けい

長
ちょう

16）年 12 月 2 日 地震 地震（Ｍ８．１），大津波で 1,783 人がなくなる。

1623（元
げん

和
な

９）年５月 15 日 噴
ふん

火
か

蔵
ざ

王
おう

山
さん

噴火。県内各地に火
か

山
ざん

灰
ばい

が降
ふ

る。

1678（延
えん

宝
ぽう

６）年 10 月 2 日 地震 地震（Ｍ７．５）白
しろ

石
いし

城
じょう

の一部がこわれる。

1721（享
きょう

保
ほう

６）年 7 月 24 ～ 25 日 水
すい

害
がい

大水のため，迫
はさま

川
がわ

の堤
てい

防
ぼう

がこわれる。

1793（寛
かん

政
せい

５）年２月 17 日 地震 地震（Ｍ８．０〜８．４）

1835（天
てん

保
ぽう

６）年７月 20 日 地震 地震（Ｍ７．０）津波による死
し

傷
しょう

者
しゃ

多数。

1896（明
めい

治
じ

29）年６月 15 日 地震 地震（Ｍ８．２）「明
めい

治
じ

三
さん

陸
りく

地
じ

震
しん

津
つ

波
なみ

」死傷者 4,693 人

1910（明治 43）年８月６～ 16 日 水害
大
だい

洪
こう

水
ずい

により，迫川，北
きた

上
かみ

川
がわ

，阿
あ

武
ぶ

隈
くま

川
がわ

が氾
はん

らんする。

死
し

者
しゃ

・行
ゆく

方
え

不
ふ

明
めい

者
しゃ

360 人

1933（昭
しょう

和
わ

８）年 ３月３日 地震
地震（Ｍ８．１）大津波　「昭

しょう

和
わ

三
さん

陸
りく

地
じ

震
しん

」。

死者・行方不明者 308 人

1947（昭和 22）年９月 14 ～ 15 日 水害
カスリン台風　北上川，阿武隈川などが氾らんする。

死者・行方不明者 30 人

1948（昭和 23）年９月 16 ～ 17 日 水害 アイオン台風　仙
せん

北
ぽく

地
ち

方
ほう

で大洪水。死者・行方不明者 44 人

1960（昭和 35）年５月 24 日 津波
チリ地震により牡

お

鹿
しか

地
ち

域
いき

で最
さい

大
だい

５．６メートルの津波。

死者・行方不明者 53 人

1962（昭和 37）年４月 30 日 地震 地震（Ｍ６．５）「宮
みや

城
ぎ

県
けん

北
ほく

部
ぶ

地
じ

震
しん

」。

1978（昭和 53）年６月 12 日 地震 地震（Ｍ７．４）「宮
みや

城
ぎ

県
けん

沖
おき

地
じ

震
しん

」塀
へい

や建
たて

物
もの

がたおれる。死者 27 人

1986（昭和 61）年 8 月 4 ～ 5 日 水害
台風 10 号　「８．５水害」　阿武隈川，吉

よし

田
だ

川
がわ

などの堤防がこわれる。

死傷者 17 人

2003（平
へい

成
せい

15）年 7 月 26 日 地震
地震（最大Ｍ６．４）宮城県北部を震

しん

源
げん

とする震
しん

度
ど

6 弱の地震が１日

３回発
はっ

生
せい

。重
じゅう

軽
けい

傷
しょう

者
しゃ

675 人，全
ぜん

半
はん

壊
かい

5,085 棟
むね

2008（平成 20）年 6 月 14 日 地震
地震（Ｍ７．２）「岩

いわ

手
て

・宮
みや

城
ぎ

内
ない

陸
りく

地
じ

震
しん

」栗
くり

原
はら

市
し

を中心に大きな被
ひ

害
がい

。

死者・行方不明者 18 人

2011（平成 23）年 3 月 11 日 地震
地震（Ｍ９．０）「東

とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

」東北地方太平洋側
がわ

沿
えん

岸
がん

地
ち

域
いき

を大津波が襲
おそ

う。

３月 12 日　福
ふく

島
しま

第
だい

一
いち

原
げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

で爆
ばく

発
はつ

事
じ

故
こ

発
はっ

生
せい

。

出典：「宮城県災害年表」（マグニチュードは「最
さい

新
しん

版
ばん

 日
に

本
ほん

被
ひ

害
がい

地
じ

震
しん

総
そう

覧
らん

」および気象庁ホームページによる）

　あなたの住
す

んでいる地いきや学校では，いつ，どのような災
さい

害
がい

があったのでしょ

うか。地いきの記
き

録
ろく

を調
しら

べたり，学校の先生方に聞いたりしてみましょう。


